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1. 緒言 

Frenking らによって，0 価炭素化合物カルボ

ンの概念が 2006 年に報告された (Figure 1; 

BPC)1)。リン配位子に安定化されたビス(ホス

ファン)カーボン(0) (Figure 1; BPC) は，ab initio

計算の結果から，中心炭素に 2 組の非共有電子

対 (LP: Lone Pair) を持つことが明らかにされ

た。BPC のリンと炭素の結合は，中心炭素の

空の軌道とホスファン基の LP による donor-

acceptor 相互作用であることが示された。その

結合様式は，0 価炭素がホスファン配位子によ

って安定化された 0 価 2 配位炭素 (P→C0←P) 

と見なすことができる 2)。また，これまでに環

状型 BPC (Figure 1; CBPC) は複数報告されて

おり 3)，CBPC (Figure 1; CBPC) の電子供与能

が BPCを上回ることが明らかになっている 4)。 

 

 

Figure 1 

 

当研究室では，16 族元素である硫黄によっ

て安定化されたはじめてのカルボンであるビ

ス(イミノスルファン)カーボン(0) (Figure 2; 

BiSC) の合成と単離に成功している 5)。BiSC 

の中心炭素は，ab initio 計算の結果から， 0 価

2 配位炭素 (S→C0←S) であることが示されて

いる。 

 

 

Figure 2 

 

 

一方，硫黄に安定化された環状型カルボンに

ついては，1,8-ナフチルビス(フェニルスルファ

ン)カーボン(0) (Figure 2; 1) が二核金錯体の合

成より確認されているが，室温で容易に中心炭

素が脱離し単離には至っていない 6)。 

そこで，本研究では，六員環 1の環員数を変

化させた 1,2-フェニルビス(フェニルスルファ

ン)カーボン(0) (Figure 3; 2) の合成方法の検討

を行ったので報告する。 

 

 

Figure 3 

 

2. 化合物 2の合成計画 

1,2-ビス(フェニルチオ)ベンゼン (3) の合成

については，1,2,3,4-テトラヒドロ-8-キノリノ

ール (6) を配位子とした銅(I)錯体存在下，1,2-

ジブロモベンゼン  (4) とベンゼンチオール 

(5) を反応させる方法  (Scheme 1)7) と，

Fe(acac)3 錯体存在下，1,2-ジヨードベンゼン 

(7) と 5を反応させる方法 (Scheme 2)8) を選択

した。 

 

 

Scheme 1 
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Scheme 2 

 

化合物 2･H22TfO-の合成は，化合物 1と同様

の方法で合成を試み，得られた 2･H2TfO-を

K2CO3 と MHMDS 等の塩基により化合物 2･

HTfO-と 2がそれぞれ得られる方法を計画した 

(Scheme 3)。 

 

 

Scheme 3 

 

3. 進捗状況 

現在，Scheme 1 の反応を試みるため，8-キノ

リノール (8) と次ほう酸を水中 80℃で反応さ

せることで，化合物 6 の粗生成物を得た

(Scheme 4)。今後，化合物 6の精製を行う。 

 

 

 

Scheme 4 
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